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大学難易度と学業成績が就職活動の開始時期, 活動
量, 活動結果に与える影響 : 全国の文系学部の大
学生を対象にして






































































2007 年 11 月であった。大学 4 年生の就職活動のピーク後といえる。
（2）調査手続き
 　調査会社によるインターネット調査によって大学 4 年生に対して質問紙調査
を行った。第 1 回は全国の大学生に占める各県の割合を反映させる形で収集を




































































?? ?%? ?? ?%?
?? ?? 926 (50.03) 321 (41.26)
?? 925 (49.97) 457 (58.74)
?? ??? 45 ( 2.43) 21 ( 2.70)
???? 101 ( 5.46) 34 ( 4.37)
???? 928 (50.14) 412 (52.96)
???? 186 (10.05) 75 ( 9.64)
???? 372 (20.10) 162 (20.82)
???? 62 ( 3.35) 21 ( 2.70)
???? 33 ( 1.78) 14 ( 1.80)
???? 124 ( 6.70) 39 ( 5.01)
????? ??????? 198 (10.70) 66 (8.48)
??????? 433 (23.39) 151 (19.41)
?????? 306 (16.53) 168 (21.59)
?????? 904 (48.84) 393 (50.51)
??? 10 ( 0.54)
?? ????? 438 (23.66) 357 (45.89)
????? 416 (22.47) 356 (45.76)
????? 523 (28.25)
????? 111 ( 6.00)
??? 81 ( 4.38) 65 ( 8.35)
??? 282 (15.24)
????? ????? 228 (12.32) 120 (15.42)
????????? 1155 (62.40) 658 (84.58)
?????????????????????? 42 ( 2.27)
???????? 325 (17.56)
























た時期を図 3 に、就職したいと思った会社を具体的にイメージし始めた時期を図 4 に、自






度数 （%） 度数 （%） 度数 （%） 度数 （%）
北海道 4 ( 6.06) 10 ( 6.62) 0 ( 0.00) 7 (  1.78)
東北地方 3 ( 4.55) 21 (13.91) 0 (  0.00) 10 (  2.54)
関東地方 38 (57.58) 29 (19.21) 117 (69.64) 228 (58.02)
中部地方 6 ( 9.09) 25 (16.56) 7 ( 4.17) 37 ( 9.41)
近畿地方 10 (15.15) 23 (15.23) 43 (25.60) 86 (21.88)
中国地方 2 ( 3.03) 14 ( 9.27) 0 (  0.00) 5 ( 1.27)
四国地方 2 ( 3.03) 10 ( 6.62) 0 ( 0.00) 2 (  0.51)
九州地方 1 ( 1.52) 19 (12.58) 1 ( 0.60) 18 ( 4.58)































































































































































































































































































































































































































































































































































































かった（37.9%）。続いて、企業規模の度数分布を図 9 に示す。従業員 1000 人以上の大企
業が多いのは難関国公立大学および難関私立大学であった。冒頭でも示した通り、選抜度
の高い大学が大企業や官庁に有利という構造は時期を問わず安定的だと考えられる(平






平均 （標準偏差） 平均 （標準偏差） 平均 （標準偏差） 平均 （標準偏差）
資料請求数 37.71 (46.45) 19.97 (35.20) 41.69 (48.15) 27.65 (37.21)
エントリーシートの提出数 23.24 (18.88) 14.32 (28.36) 28.65 (24.01) 18.94 (18.02)
会社説明会（セミナー）出席数 22.65 (18.57) 12.87 (15.74) 29.26 (24.18) 21.91 (18.90)
筆記試験数 13.76 (10.28) 7.66 (  7.87) 15.48 (12.22) 11.27 (  9.54)
面接数 13.79 (10.95) 6.95 (  7.46) 14.39 (11.63) 10.39 (  8.83)
内定取得数 1.92 (  1.29) 1.52 (  1.34) 2.04 (  1.42) 1.92 (  1.61)































































































































ントで示したものを図 11 に、就職に関する情報を探し始めた時期を図 12 に、
就職したいと思った業種をイメージし始めた時期を図 13 に、就職したいと思っ






めた時期を図 16 に示す。これら 2 つの指標においては、ちょうど 1 ～ 2 月の
間で変化が起きていた。主に、3 年生の 1 月までは、難関大学・成績上位群が
最も早く、続けて、難関大学・成績下位群、非難関大学・成績上位群、非難関
大学・成績下位群という順であるように、難関大学の方が、非難関大学よりも




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































規模の度数分布を図 19 に示す。前節同様、従業員 1000 人以上の大企業が多いのは、難関









平均 （標準偏差） 平均 （標準偏差） 平均 （標準偏差） 平均 （標準偏差）
資料請求数 47.67 (55.94) 31.61 (37.20) 26.08 (36.14) 22.30 (41.88)
エントリーシートの提出数 29.18 (24.65) 22.81 (21.83) 18.22 (25.21) 15.03 (15.25)
会社説明会（セミナー）出席数 27.45 (22.40) 23.35 (25.48) 19.78 (18.02) 16.62 (18.64)
筆記試験数 15.53 (12.63) 12.04 (  9.53) 10.29 ( 8.58) 8.38 (10.22)
面接数 14.27 (11.54) 12.14 (10.06) 9.32 ( 7.99) 7.97 (  8.58)

















模の度数分布を図 19 に示す。前節同様 従業員 1000 人以上の大企業が多いの
は、難関大学であると解釈できた。最後に、内定先満足度の平均を図 20 に示す。
























































































































































Effects of university rank and academic records on the time of initiating 
job hunting, the number of job applications and the results of the job hunt 
were investigated.  A questionnaire survey was conducted with students in 
humanities departments that had completed job hunting (n = 778). Results 
indicated the following: students in high-ranking universities, and those 
with good academic records had started job hunting early, applied to many 
enterprises and got informal appointments. Unexpectedly, a relatively 
small number of students in high-ranking national universities got informal 
appointments from enterprises of their first choice. Nevertheless, they often 
got appointment from large enterprises and as a result, their satisfaction 
with job hunting was identical to that of other university students. These 
findings are discussed from the perspective of career support.
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